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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体に対して開閉可能な開閉部材と、
　前記開閉部材を回転可能に支持する支持部材と、
　前記開閉部材を開放した状態の時、装置本体に対して着脱可能な複数のカートリッジと
、
　前記開閉部材に保持され、前記開閉部材を閉じた状態の時に前記複数のカートリッジに
対向し、前記開閉部材に連動して装置本体に対して開閉可能なベルトユニットと、
　記録材を収容し装置本体に対して着脱可能な記録材収容手段と、
　開放状態にある前記開閉部材を位置決めする位置決め手段と、
を有し、前記複数のカートリッジの各々は、感光体と感光体に作用する少なくとも一つの
画像形成部材とを一体的に備え、前記複数のカートリッジは、上下方向に並び、且つ記録
材収容手段の上方に設けられており、前記複数のカートリッジの着脱と前記記録材収容手
段の着脱は装置本体の同一面側から行われる画像形成装置において、
　前記複数のカートリッジの着脱を案内するガイド部材を有し、
　前記位置決め手段は、前記複数のカートリッジの着脱軌跡と前記記録材収容手段の着脱
軌跡との間に形成される空間に、前記開閉部材及び前記ベルトユニットが位置するよう、
前記開閉部材を位置決めし、
　前記開閉部材及び前記ベルトユニットが、前記複数のカートリッジの着脱軌跡と前記記
録材収容手段の着脱軌跡との間に形成される空間に位置した状態で、前記複数のカートリ
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ッジは前記ガイド部材に案内されて斜め上方に引き抜き可能で、且つ、前記記録材収容手
段は実質的に水平に引き抜き可能であることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記支持部材は実質的に水平方向に設けられた軸であり、前記開閉部材は前記軸の回り
に移動可能であることを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記開閉部材は、上方から下方へ向けて開かれることを特徴とする請求項１記載の画像
形成装置。
【請求項４】
　前記複数のカートリッジの配列方向は、鉛直方向に対して傾いており、前記複数のカー
トリッジの上側のカートリッジは下側のカートリッジより前記開閉部材とは反対側に位置
していることを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記複数のカートリッジの配列方向は、前記複数のカートリッジの着脱方向と実質的に
直交することを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記開閉部材を閉じた状態の時、前記開閉部材の装置外側に面した面は前記配列方向に
平行であり、前記開閉部材を開いた状態の時、前記開閉部材の装置外側に面した面は前記
着脱方向に平行であることを特徴とする請求項４又は５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記開閉部材を閉じた状態の時に前記ベルトユニットの前記複数のカートリッジに対向
する面をベルト面とすると、
　前記ガイド部材が前記複数のカートリッジの着脱を案内する方向は、前記開閉部材が前
記位置決め手段によって位置決めされた状態における前記ベルトユニットのベルト面と平
行であることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複写機、プリンタ、ファクシミリ装置などの電子写真方式又は静電記録方式
等を用いた画像形成装置に関し、特に装置本体に対して開閉する開閉手段を備えた画像形
成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、特に電子写真方式を用いた画像形成装置には、像担持体である感光体とそれに作
用する現像装置等の画像形成手段を一体にまとめたプロセスカートリッジや、画像が形成
される紙等の転写材を収容する転写材収容部（紙カセット）等のような、ユーザが交換、
補充を行うべき消耗品が含まれるユニットが備えられている。そして、プロセスカートリ
ッジの交換時の操作性や紙カセットへの紙供給時の操作性を向上するために様々な提案が
過去行われている。
【０００３】
　例えば、像担持体ユニット及び記録媒体カセットを着脱するためのそれぞれの着脱口を
装置本体の同一側に配置し、且つそれぞれの着脱方向が同一であるものがある（例えば、
特許文献１参照）。
【０００４】
　しかしながらこの従来例は、垂直方向の軸（ヒンジ）を中心に前カバーが開く、言わゆ
る横開きタイプのものであり、前カバーはヒンジ側で片持ち支持されるため、装置本体に
対する前カバーの位置精度を左右方向（ヒンジが有る側とヒンジが無い側）で同じにする
ことは困難であった。
【０００５】
　特に前カバーに画像形成手段を取り付けた場合、画像形成手段の左右方向で位置精度が
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狂ってしまい良好な画像形成を行うことができないという問題があった。
【０００６】
　そこで、水平方向の軸を中心にフロントカバーを下方へ開放（縦開きタイプ）してプロ
セスユニットの交換ができるものがある（例えば、特許文献２参照）。この装置によれば
フロントカバーの左右方向の位置精度は同じにすることができる。
【特許文献１】特開平８－１１５０４２号公報
【特許文献２】特開平６－１１０２６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、従来の装置では、装置前面から用紙カセットの出し入れができることが記載
されているが、フロントカバーの開放位置決め手段については記載されておらず、フロン
トカバーの開放位置によっては、プロセスユニットの交換はできるが、用紙カセットの出
し入れの障害になる恐れがあった。
【０００８】
　特に、フルカラー画像形成装置では、それぞれ色毎に感光体を有するプロセスカートリ
ッジが複数設けられており、交換頻度も増えることから用紙カセットを含めたメンテナン
ス性の向上が求められていた。又、複数のプロセスカートリッジを有すると装置が大型化
しがちであるが、メンテナンス性を向上しても極力装置の大型化を抑えた装置が望まれて
いた。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため本発明は、装置本体に対して開閉可能な開閉部材と、前記開閉
部材を回転可能に支持する支持部材と、前記開閉部材を開放した状態の時、装置本体に対
して着脱可能な複数のカートリッジと、前記開閉部材に保持され、前記開閉部材を閉じた
状態の時に前記複数のカートリッジに対向し、前記開閉部材に連動して装置本体に対して
開閉可能なベルトユニットと、記録材を収容し装置本体に対して着脱可能な記録材収容手
段と、開放状態にある前記開閉部材を位置決めする位置決め手段と、を有し、前記複数の
カートリッジの各々は、感光体と感光体に作用する少なくとも一つの画像形成部材とを一
体的に備え、前記複数のカートリッジは、上下方向に並び、且つ記録材収容手段の上方に
設けられており、前記複数のカートリッジの着脱と前記記録材収容手段の着脱は装置本体
の同一面側から行われる画像形成装置において、前記複数のカートリッジの着脱を案内す
るガイド部材を有し、前記位置決め手段は、前記複数のカートリッジの着脱軌跡と前記記
録材収容手段の着脱軌跡との間に形成される空間に、前記開閉部材及び前記ベルトユニッ
トが位置するよう、前記開閉部材を位置決めし、前記開閉部材及び前記ベルトユニットが
、前記複数のカートリッジの着脱軌跡と前記記録材収容手段の着脱軌跡との間に形成され
る空間に位置した状態で、前記複数のカートリッジは前記ガイド部材に案内されて斜め上
方に引き抜き可能で、且つ、前記記録材収容手段は実質的に水平に引き抜き可能であるこ
とを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１０】
　前述した構成により本発明は、装置を大型化することなく着脱可能な複数の画像形成手
段及び記録材収容手段の操作性を向上することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面に基づき本発明の実施例について説明する。
【００１２】
　図１は本発明を実施した画像形成装置の一例である電子写真画像形成装置で、４色フル
カラープリンタの概略構成を示す縦断面図である。
【００１３】
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　図１を用いて、この画像形成装置における画像形成動作について説明する。
【００１４】
　画像形成装置には、ブラック、シアン、マゼンタ、イエローのそれぞれの色毎に、画像
形成手段であるプロセスカートリッジＡａ、Ａｂ、Ａｃ、Ａｄが設けられている。プロセ
スカートリッジは、像担持体であるドラム状の電子写真感光体（感光体ドラム）１ａ、１
ｂ、１ｃ、１ｄと、感光体ドラムに作用する少なくとも一つの画像形成部材とを一体的に
備えている。そして、このプロセスカートリッジＡａ～Ａｄはそれぞれが個々に画像形成
装置本体から着脱可能である。
【００１５】
　プロセスカートリッジＡａ～Ａｄはそれぞれ、感光体ドラムの他に、画像形成部材であ
る帯電ローラ７ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄ、現像ローラ８ａ、８ｂ、８ｃ、８ｄを備えている
。
【００１６】
　それぞれのプロセスカートリッジＡａ～Ａｄにおいて、まず帯電工程において帯電ロー
ラ７ａ～７ｄにより、感光体ドラム１ａ～１ｄの表面が均一に帯電され、潜像形成工程で
ある露光工程にて、レーザー等の露光装置６によって画像を形成させたい部分が露光され
、感光体ドラム１ａ～１ｄ上に静電潜像が形成される。そして、感光体ドラム１ａ～１ｄ
上の静電潜像は、現像工程において現像ローラ８ａ～８ｄによりそれぞれの色毎に現像剤
（トナー）が付着され、静電潜像が現像される。このようにして感光体ドラム１ａ～１ｄ
上に各色の現像剤像が形成される。
【００１７】
　一方、このプロセスカートリッジＡａ～Ａｄにおける画像形成のタイミングに合わせて
、記録材収容手段である用紙カセット１１に収容された紙等の記録材（転写材）Ｓが給紙
ローラ４等の送り出し手段によって搬送部材である搬送ベルト２上に送り出される。搬送
ベルト２はプロセスカートリッジＡａ～Ａｄ、具体的には感光体ドラム１ａ～１ｄと対向
しており、駆動ローラ３ａにより駆動され、搬送ベルト２上に担持された記録材は各感光
体ドラム１ａ～１ｄへと運ばれる。
【００１８】
　ここで、搬送ベルト２は、駆動ローラ３ａと従動ローラ３ｂとで張架されており、この
とき形成されるベルト面Ｔに沿って、ベルト面Ｔ側に感光体ドラム１ａ～１ｄを向けて、
プロセスカートリッジＡａ～Ａｄが一列に並んで配置されている。つまり図１から明かな
様に、複数のプロセスカートリッジＡａ～Ａｄは、上下方向に並び、且つ用紙カセット１
１の上方に設けられている。
【００１９】
　この感光体ドラム１ａ～１ｄとベルト面Ｔとの対向部を転写部とし、この転写部におい
て、ベルト面Ｔの感光体ドラム１ａ～１ｄと対向する面との反対側に転写部材である転写
ローラ１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、１０ｄが配置されている。
【００２０】
　そして、各プロセスカートリッジＡａ～Ａｄで形成されたトナー像は、転写工程にて、
転写ローラ１０ａ～１０ｄにバイアス電圧をかけることで、感光体ドラム１ａ～１ｄから
記録材上に画像が転写され、その後、未定着トナー像を担持した記録材は、定着工程にて
、定着器５で熱と圧力を加えられて画像が記録材上に定着され、排紙部９に排出され、積
載される。
【００２１】
　次に、図１及び２を基に、本実施例のプロセスカートリッジＡａ～Ａｄの着脱動作につ
いて説明する。Ｂは装置本体に対して開閉可能な開閉手段であるドアであり、プロセスカ
ートリッジの交換やジャム処理等のために開閉される。本実施例において、ドアＢは装置
本体正面側の面（実質的に鉛直方向の側面）に設けられ、下方に設けられた支持部材（軸
）１００を支点として回転運動により開閉される。つまりドアＢは、少なくとも垂直方向
の移動を伴って開閉されるもので、実質的に水平方向に設けられた軸１００の回りに移動



(5) JP 4717455 B2 2011.7.6

10

20

30

40

50

可能であり、上方から下方へ向けて開放されるものである。
【００２２】
　また、搬送ベルト２、ローラ３ａ、３ｂ及び転写ローラ１０ａ～１０ｄ等は転写搬送手
段Ｆとしてユニット化され、支持部材（軸）１０１を支点として回転運動可能になってお
り、上部でドアＢとリンクで結合されることで、ドアＢを開くことで転写搬送手段Ｆも同
時に開放される。つまり転写搬送手段ＦはドアＢに保持されている。開放状態にて、搬送
ベルト２のベルト面Ｔは上方に向いた状態となる。
【００２３】
　上記の画像形成装置では、プロセスカートリッジＡａ～Ａｄ及び用紙カセット１１は、
消耗品を含むユニットとして、装置本体に対して着脱自在であり、用紙カセット１１は、
用紙の補充や用紙の交換等のときに着脱される。ドアＢ、プロセスカートリッジＡａ～Ａ
ｄ、用紙カセット１１へのアクセス箇所は全て装置正面側に設けられ、同一方向からこれ
らドアＢ、プロセスカートリッジＡａ～Ａｄ、用紙カセット１１へのアクセスが可能であ
る。
【００２４】
　図２は、プロセスカートリッジＡａ～Ａｄの交換等のための着脱と用紙カセット１１の
用紙供給等のための着脱を示す図であり、搬送ベルト２や駆動ローラ３ａ、従動ローラ３
ｂを保持するドアＢを開くことでプロセスカートリッジＡａ～Ａｄにアクセス可能となり
、プロセスカートリッジＡａ～Ａｄは着脱可能となる。
【００２５】
　図２に示される様に、プロセスカートリッジＡａ～Ａｄは斜め上方（Ｈ方向）に引き抜
かれ、用紙カセット１１は実質的に水平方向（Ｊ方向）に引き抜かれる。つまりプロセス
カートリッジＡａ～Ａｄの着脱と用紙カセット１１の着脱は装置本体の同一面側から行わ
れ、プロセスカートリッジＡａ～Ａｄの着脱方向と用紙カセット１１の着脱方向は異なる
。
【００２６】
　ここで、本実施例では、図１に示す様に、ベルト面Ｔが上下斜め方向、つまり鉛直方向
に対して傾いて配置されている。ベルト面Ｔの傾きの方向は、下から上に向かってベルト
面Ｔがプロセスカートリッジ側に倒れた方向である。従って、プロセスカートリッジＡａ
～Ａｄも斜め方向に、感光体ドラム１ａ～１ｄを上方に向けて並んでいる。つまり、複数
のプロセスカートリッジＡａ～Ａｄの配列方向は、鉛直方向に対して傾いており、複数の
プロセスカートリッジＡａ～Ａｄの上側のカートリッジ（例えばＡｃ）は、下側のカート
リッジ（例えばＡｄ）よりドアＢとは反対側に位置している。
【００２７】
　図３はプロセスカートリッジ及び用紙カセット１１を着脱する際のガイドについて説明
する概略図である。Ｇａ、Ｇｂ、Ｇｃ、Ｇｄはそれぞれ、プロセスカートリッジＡａ～Ａ
ｄの移動を案内するカートリッジガイド部材であり、このガイド部材Ｇａ～Ｇｄに沿って
プロセスカートリッジＡａ～ＡｄをＨ方向に移動することで、プロセスカートリッジＡａ
～Ａｄは装置本体に対して着脱される。又、１１ａは用紙カセット１１に設けられた係合
突部、１１ｂは係合突部１１ａと係合し用紙カセット１１の移動を案内するカセットガイ
ド部材であり、このガイド部材１１ｂに沿って用紙カセット１１をＪ方向に移動すること
で、用紙カセット１１は装置本体に対して着脱される。用紙カセット１１の着脱は、ドア
Ｂの下方で行われ、その着脱方向Ｊは本実施例では実質的に水平方向である。つまり本実
施例では、プロセスカートリッジＡａ～Ａｄの着脱方向Ｈと用紙カセット１１の着脱方向
Ｊは異なる。
【００２８】
　尚、ＫはプロセスカートリッジＡａ～Ａｄの配列方向であり、本実施例ではプロセスカ
ートリッジＡａ～Ａｄの着脱方向Ｈと実質的に直交する方向となっている。
【００２９】
　このように本実施例では、プロセスカートリッジＡａ～Ａｄの着脱方向を用紙カセット
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１１の着脱方向に対し斜めにすることで、プロセスカートリッジＡａ～Ａｄの着脱軌跡を
図２のＣの領域、つまりドアＢ及び用紙カセット１１の上方で斜め方向に平行に伸びた領
域とし、水平方向である下方に位置する用紙カセット１１の着脱軌跡である領域Ｄとの間
に、領域Ｅを確保し、そして、この領域Ｄに開放状態のドアＢを位置決めして固定配置し
た。
【００３０】
　これにより、本実施例では、装置全体の高さを抑えつつ、プロセスカートリッジＡａ～
Ａｄと用紙カセット１１を同時に着脱することができ、操作性が向上した。
【００３１】
　又、本実施例では、プロセスカートリッジＡａ～Ａｄの着脱方向だけでなく、配列方向
も傾いているので、上側のプロセスカートリッジに干渉することなく下側のプロセスカー
トリッジを着脱することができ、プロセスカートリッジの形状等に制約を受けることが無
い。
【００３２】
　図４及び５は、ドアＢを開放した時にドアＢを位置決めする位置決め手段について説明
するための図である。
【００３３】
　２１はドアＢに設けられた回転軸（突部）、２３は装置本体側に設けられた係合突部、
２２は回転軸２１の回りに回転可能で、係合突部が係合可能な長穴を有する係合部材であ
る。これら回転軸２１、係合突部２３、係合部材２２により、ドアＢの開放状態における
位置決め手段が構成される。
【００３４】
　つまり図４の状態から図５の状態の様にドアＢを開くと、回転軸２１の移動と共に係合
部材２２が移動し、係合部材２２の長穴の端部が係合突部２３と接触して係合部材２２の
移動が禁止されると、ドアＢはその位置で固定され、ドアＢの位置決めが行われる。
【００３５】
　ここで、比較例として、図６及び７に示す画像形成装置について説明する。図６に示す
画像形成装置は、図１に示した本発明の実施例と構成要素は同一であるが、カートリッジ
Ｌａ、Ｌｂ、Ｌｃ、Ｌｄの感光体ドラム１ａ～１ｄと搬送ベルト２４で構成される用紙搬
送経路が斜めに傾いておらず、鉛直方向となっている。
【００３６】
　この比較例では、図７に示すように、最上部のカートリッジＬａは、ここでは、定着器
５が上方に存在することになるため斜め方向に着脱不能となる。これを解決するためには
、カートリッジＬａ～Ｌｄの着脱方向を水平方向Ｎにしなければならない。このとき図２
と同様に用紙カセット１１を水平方向Ｊに着脱可能なように、ドアＭの開き角を規定する
と、最下部のカートリッジＬｄはドアＭと接触してしまい着脱ができなくなってしまう。
このカートリッジＬｄを着脱するためには、ドアＭを少なくとも９０°以上、ベルト２４
が水平になるくらいまでドアＭを回転させなければならず、そうすると今度は用紙カセッ
トが着脱できなくなる。
【００３７】
　従って比較例では、ドアＭをある開放位置に固定した状態で、カートリッジＬａ～Ｌｄ
の着脱と用紙カセットの着脱を同時に行うことはできない。
【００３８】
　又、ドアＭのベルト２４が水平になるまで開放しても、用紙カセット１１が着脱できる
ように用紙カセット１１とカートリッジＬｄの間を広げることが、またカートリッジＬａ
と定着器５の間を広げてカートリッジＬａが斜めに着脱できるようにすることが考えられ
るが、いずれも画像形成装置の高さが高くなり、装置が大型化するため好ましくない。
【００３９】
　依って、本実施例では、プロセスカートリッジＡａ～Ａｄの着脱方向を用紙カセット１
１の着脱方向に対し斜めにすることで、着脱軌跡を図２のＣの領域とし、用紙カセット１
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１の着脱軌跡Ｄとの間に空間Ｅを確保し、ここに開放状態のドアＢを配置することで、プ
ロセスカートリッジＡａ～Ａｄと用紙カセット１１を同時に着脱可能であり、操作性の向
上を図ることができる。また、ドアの開閉、プロセスカートリッジの着脱、用紙カセット
の着脱は全て、装置本体に対して同一方向から操作することができ、更に操作性を向上す
ることができる。
【００４０】
　そして、更に、用紙搬送経路を斜めにすることによりさらに装置の小型化が可能となる
。
【００４１】
　尚、本実施例では、プロセスカートリッジと用紙カセットを同時に着脱可能と言ってい
るが、これは開放状態のドアを更に動かすことなく、プロセスカートリッジと用紙カセッ
トの両方にアクセスすることができることを意味するものである。
【００４２】
　又、本実施例では、用紙カセットの着脱方向を水平方向としたが、必ずしもこれに限定
されるものではない。
【００４３】
　又、本実施例においては、プロセスカートリッジを４つ用いるフルカラープリンタとし
たが、プロセスカートリッジを１つのみ使うモノクロプリンタでも同様に構成可能であり
、搬送ベルトについても搬送ローラ等で構成しても同様の効果を得ることができる。
【００４４】
　又、本実施例では、感光体ドラムと対向して移動する搬送部材としては、記録材を搬送
する搬送ベルトとしたが、搬送部材はトナー像を担持搬送する中間転写体（中間転写ベル
ト）でもよく、図８に示すような、像担持体１から中間転写体３０にトナー像を転写して
複数のトナー像を一旦中間転写体に担持させ、中間転写体から記録材Ｓに一括してトナー
像を転写する中間転写方式の画像形成装置においても適用可能である。
【００４５】
　上述した画像形成装置の構成部品の寸法、材質、形状、及びその相対位置などは、特に
特定的な記載がない限りは、この発明の範囲をそれらのみに限定する趣旨のものではない
。
【００４６】
　以上、本発明の実施例について説明したが、本発明は上記実施例に何ら限定されるもの
ではなく、本発明の技術思想内であらゆる変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の実施例である画像形成装置を示す図。
【図２】ドアを開いた状態を示す図。
【図３】カートリッジ及びカセットの着脱ガイドを示す図。
【図４】ドアを閉めている状態の時のドアの位置決め手段を示す図。
【図５】開放状態のドアを位置決めしている状態を示す図。
【図６】比較例である画像形成装置を示す図。
【図７】比較例のドアを開いた状態を示す図。
【図８】本発明を適用可能な他の画像形成装置を示す図。
【符号の説明】
【００４８】
　Ａａ～Ａｄ　プロセスカートリッジ
　Ｂ　ドア
　Ｃ　カートリッジ着脱領域（軌跡）
　Ｄ　用紙カセット着脱領域（軌跡）
　Ｅ　ドア位置決め用空間
　１１　用紙カセット
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　２１　回転軸
　２２　係合部材
　２３　係合突部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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